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］

　
生命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
人
々
は
ど
の
よ
う
に
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
の
か
。
日
本
歴
史
上
　
　
　
　
い
を
伝
染
さ
せ
、
未
曾
有
の
多
量
死
を
現
実
の
も
の
と
し
た
。
コ
レ
ラ
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
医
療

人
々
は
天
変
地
異
の
大
災
害
や
即
死
病
と
い
わ
れ
る
伝
染
病
の
大
流
行
に
直
面
し
た
。
文
明
の
進
歩
、
　
　
　
行
為
が
試
み
ら
れ
る
が
、
一
方
で
多
種
多
様
、
多
彩
な
情
報
を
生
み
出
し
、
妄
想
を
ま
き
散
ら
゜
し
て

医
学
の革
新
等
、
人
々
の
生
命
に
関
す
る
恐
怖
感
は
遠
の
い
た
と
一
見
思
わ
れ
が
ち
の
現
代
で
あ
る
　
　
　
　
い
く
。
ま
さ
に
、
現
実
の
秩
序
が
く
つ
が
え
る
如
く
、
人
々
を
安
心
立
命
さ
せ
て
い
た
精
神
（
心
）

が
、
二
〇
〇
三
年
の
o
。
》
國
o
力
の
大
騒
動
は
未
だ
伝
染
病
の
脅
威
が
身
近
に
存
在
す
る
こ
と
を
思
い
知
　
　
　
　
の
枠
組
が
崩
壊
し
、
人
々
は
あ
り
あ
ら
ゆ
る
禦
ぎ
鎮
魂
の
呪
術
を
動
員
し
救
い
を
求
め
て
い
く
。

ら
し
め
て
く
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ラ
伝
染
の
時
間
的
経
過
と
空
間
的
ひ
ろ
が
り
に
対
応
し
て
人
々
の
動
き
は
活
発
化
し
、
非
日

　
本稿
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
突
如
大
流
行
し
た
コ
レ
ラ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
危
機
的
　
　
　
　
常
の
異
常
に
自
ら
を
置
く
方
策
を
腐
心
し
て
い
く
。

状況
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
刻
明
に
実
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
々
は
即
死
病
と
い
っ
て
恐
　
　
　
　
　
コ
レ
ラ
の
根
源
を
旧
来
の
迷
信
の
狐
の
仕
業
、
く
だ
狐
と
見
な
し
て
狐
を
払
う
た
め
山
犬
、
狼
を

れ
ら
れ
た
コ
レ
ラ
が
襲
っ
て
来
る
危
機
的
状
況
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
こ
れ
に
対
拠
し
た
の
か
、
本
　
　
　
　
設
定
し
、
三
峯
山
の
御
犬
を
借
り
よ
う
と
す
る
動
き
や
こ
の
地
域
に
特
に
根
強
い
影
響
力
を
有
す
る

稿は
駿
河
国
富
士
郎
大
宮
町
（
現
富
士
宮
市
）
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
偶
々
大
宮
町
の
一
　
　
　
　
日
蓮
宗
の
七
面
山
信
仰
が
コ
レ
ラ
を
抑
え
る
霊
力
を
も
つ
と
し
て
登
場
す
る
。

町
人
が

克明
に
記
録
し
た
袖
日
記
を
解
読
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
限
状
況
の
人
々
の
動
向
に
こ
そ
時
代
と
社
会
の
精
神
構
造
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　長
崎
寄
港
の
米
艦
乗
組
員
か
ら
上
陸
し
た
コ
レ
ラ
菌
は
東
へ
東
へ
移
動
し
次
々
と
不
可
思
議
な
病

4
9

1
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は
じ
め
に

　
人
類
の
歴
史
に
と
っ
て
変
革
と
は
、
膨
大
な
時
間
の
経
過
と
蓄
積
と
を
区
分
し
て
、

新
た
な
時
間
を
再
生
し
て
く
れ
る
最
も
魅
力
的
な
一
章
で
あ
る
。
中
で
も
人
々
が
時

代
と
社
会
の
変
革
を
何
を
も
っ
て
受
け
入
れ
、
迎
え
た
の
か
、
も
っ
と
積
極
的
に
言

う
な
ら
、
何
を
も
っ
て
変
革
と
認
識
し
こ
れ
に
参
画
し
た
の
か
と
い
う
、
民
衆
の
心

理
に

思
い

を
め
ぐ
ら
せ
る
の
は
最
も
緊
張
は
す
る
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
も
あ
る
。

す

で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
祖
法
と
も
い
う
べ
き
鎖
国
の

建
前

を
崩
壊
さ
せ
た
異
国
異
人
の
黒
船
の
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
砲
声
に
始
ま
り
、

日
の
本
の
神
々
の
怒
り
と
も
思
わ
れ
る
天
地
を
動
転
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
安
政
二
年

（
一
八
五

五
）
の
大
地
震
と
大
津
波
の
襲
来
が
つ
づ
き
、
否
が
上
に
も
人
々
は
世
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の

観
を
強
く
し
て
い
っ
た
。

　
夷
秋
と
さ
れ
、
見
て
は
な
ら
な
か
っ
た
「
異
」
が
公
然
と
神
仏
の
国
日
本
に
土
足

の

ま
ま
上
が
り
込
み
、
国
土
は
地
震
と
津
波
、
そ
し
て
火
災
で
こ
の
世
と
も
思
え
ぬ

焦
土

と
化
し
た
。
両
者
は
習
合
し
、
末
法
の
世
界
、
世
紀
末
の
社
会
を
演
出
し
て
恐

怖

を
あ
お
り
、
世
は
根
底
か
ら
ひ
っ
く
り
か
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
た
。
そ

こ
に
安
政
五
年
コ
レ
ラ
が
襲
い
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
黒
船
が

近
代
文

明
国
家
の
開
化
啓
蒙
の
使
徒
、
い
わ
ば
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し

た

正
義
の
使
者
と
す
れ
ば
、
コ
レ
ラ
は
や
や
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
も
う
ひ
と
つ
の
歓

迎

さ
れ
ざ
る
暗
黒
の
密
入
国
者
で
あ
っ
た
。

　
コ

レ
ラ
は
遠
く
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
の
下
ベ
ン
ガ
ル
地
域
に
盤
鋸
す
る
一

種
の

風
土

病
で
あ
っ
た
。
流
行
伝
染
が
あ
っ
た
に
せ
よ
イ
ン
ド
国
内
に
止
ま
る
の
が

通

例
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン
ド
の
風
土
病
が
世
界
を
席
巻
し
、
地
球
規
模
で
人
々
を

死
の

恐

怖
に
駆
り
立
て
る
に
至
っ
た
の
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
に

は
じ
ま
る
欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
侵
略
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
文
明
の
東
漸

を
も
っ
て
啓
蒙
の
善
と
し
て
語
ら
れ
よ
う
が
、
欧
米
の
国
々
が
引
き
起
こ
し
た
人
と

モ

ノ
の
大
移
動
は
、
一
方
で
イ
ン
ド
の
小
地
域
に
潜
み
平
和
に
生
息
し
て
い
た
コ
レ

ラ
菌
に
も
世
界
制
覇
の
野
望
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
コ
レ
ラ
は
も
う
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
の

苦
渋
に
満
ち
た
世
界
史
の
成
立
を
告
知
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
コ

レ
ラ
の
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ー
）
は
一
九
世
紀
五
次
に
わ
た
っ
た
。
第
一
次
は

一
八
一
七
年
の
イ
ン
ド
植
民
地
化
の
画
期
と
な
っ
た
第
三
次
マ
ラ
ー
タ
ー
戦
争
に
端

を
発
し
、
感
染
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
兵
士
の
移
動
と
と
も
に
コ
レ
ラ
菌
は
運
ば
れ
、
中

国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
日
本
に
も
上
陸
し
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
コ

レ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
朝
鮮
半
島
か
ジ
ャ
ワ
半
島
の
い
ず
れ
か
か
ら
渡
来
し
た
コ

レ
ラ
は
、
西
日
本
を
中
心
に
広
が
っ
た
が
、
東
海
道
駿
河
国
沼
津
辺
り
で
止
ま
り
、

箱
根
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
次
に

日
本
を
襲
っ
た
の
が
第
三
次
パ
ン
デ
ミ
ー
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
で
あ

る
。　

安
政
の
コ
レ
ラ
は
初
発
か
ら
「
異
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
彩
ら
れ
て
い
た
。
日
本
上
陸

の

地
点
が
鎖
国
体
制
下
唯
一
の
開
港
地
長
崎
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る
イ

ン
ベ
イ
ダ
ー
を
運
ん
で
来
た
の
は
、
砲
艦
外
交
で
幕
府
を
開
国
に
追
い
込
ん
だ
ア
メ

リ
カ
の
、
し
か
も
軍
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
で
あ
っ
た
。
ま
た
し
て
も
ア
メ
リ
カ
が
張
本
人

で

あ
る
と
の
情
報
が
、
天
変
地
異
と
連
動
・
増
幅
し
て
ア
メ
リ
カ
狐
の
出
現
に
手
を

貸
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
安
政
五
年
五
月
二
一
日
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
長
崎
入
港
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
六
月
一

九

日
日
米
修
好
通
商
条
約
が
江
戸
湾
内
に
停
泊
す
る
米
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
の
艦
上
で
調

印
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続
き
ロ
シ
ア
は
特
派
大
使
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
は
エ
ル

ギ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
は
グ
ロ
ー
を
派
遣
し
て
そ
れ
ぞ
れ
七
月
一
一
日
、
七
月
一
八
日
、

九

月
三
日
条
約
が
次
々
と
締
結
さ
れ
る
。
「
異
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
益
々
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
し
か
も
実
質
上
の
開
国
と
な
る
通
商
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
内
政
が
紛
議
し
、
弱

体
化

し
た
幕
府
は
朝
廷
の
勅
許
を
得
よ
う
と
す
る
が
失
敗
し
、
勅
許
な
し
の
調
印
断

行
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
将
軍
家
定
の
継
嗣
を
め
ぐ
る
政
争
が
加
わ
り
、
遂

に

は
七
月
六
日
家
定
死
去
を
契
機
に
安
政
大
獄
を
辞
さ
な
い
大
老
井
伊
直
弼
主
導
の
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強
権
政
治
を
出
現
さ
せ
た
。

　

「
異
」
に
加
え
る
に
天
変
地
異
、
そ
し
て
内
政
の
混
乱
は
人
々
に
不
安
と
同
時
に

世
直
し
の
気
運
を
醸
成
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
揆
を
一
に
し
て
五
月
二
一
日

長
崎
に
上
陸
し
た
コ
レ
ラ
は
、
六
月
初
頭
に
長
崎
周
辺
、
下
旬
に
は
西
日
本
か
ら
東

海
道
へ
進
出
し
、
七
月
下
旬
に
は
巨
大
都
市
江
戸
に
達
し
た
。
日
本
初
の
コ
レ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

大
流
行
、
大
量
死
の
恐
怖
が
日
本
各
地
を
覆
っ
た
。

　
コ
レ
ラ
が
世
界
史
の
成
立
、
近
代
の
誕
生
の
も
う
ひ
と
つ
隠
れ
た
立
役
者
と
な
っ

た

の

に
は
、
そ
れ
な
り
の
伝
染
病
と
し
て
の
た
く
ま
し
さ
が
あ
っ
た
。

（
一
）

被
患
し
て
か
ら
の
死
亡
率
「
致
死
率
」
が
、
一
九
世
紀
の
伝
染
病
の
な
か
で

一
際
高
か
っ
た
。

（
二
）
発
病
か
ら
死
に
至
る
ま
で
が
迅
速
を
極
め
、
即
死
病
、
一
日
こ
ろ
り
、
三
日

こ
ろ
り
と
恐
れ
ら
れ
た
。

（
三
）
コ
レ
ラ
患
者
の
症
状
が
異
様
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
青
い
恐
怖
」

と
呼
ば
れ
た
が
、
日
本
で
も
こ
ぶ
が
出
来
、
筋
を
つ
め
て
、
黒
く
ひ
か
ら
び
て
死
に

い
た
っ
た
。

こ
の
三
点
の
コ
レ
ラ
の
特
異
性
は
、
人
々
を
恐
怖
に
駆
り
立
て
妄
想
の
限
り
を
つ
く

す
に
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
逃
れ
除
去
す
る
た
め
に
人
々
は
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
呪
術
・
宗
教
儀
礼
に
救
い
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
民
衆
は
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
、
こ
れ
と
対
峙
し
た
の
か
。
人
々

は
恐
怖
と
不
安
が
膨
張
す
る
な
か
で
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
。
民
衆
の
心
意
、
精

神
生
活
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
極
め
て
実
証
的
な
地
域
史
研
究
に
よ
っ
て
、
コ
レ

ラ
と
地
域
社
会
、
そ
し
て
民
衆
の
心
意
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
人

命
が
根
底
か
ら
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
心
意
に
置
か
れ
る
の

か
、
ま
た
い
か
に
こ
れ
に
対
応
出
来
る
の
か
。
科
学
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
よ
う
が
自

然
の
摂
理
を
克
服
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
突
如
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
、
ま
た
こ

れ
と
連
動
し
て
起
こ
る
二
次
、
三
次
の
文
明
社
会
の
組
織
体
系
そ
の
も
の
が
も
た
ら

す
人
的
災
害
か
ら
人
類
は
決
し
て
解
放
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
安
政
五
年

（
一
八
五

八
）
六
月
、
長
崎
寄
港
の
米
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
乗
組
員
か
ら

上
陸

し
た
コ
レ
ラ
は
、
以
後
一
路
東
上
し
て
膨
大
な
死
者
を
出
し
、
人
々
を
恐
怖
の

ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
、
一
日
コ
ロ
リ
、
三
日
コ
ロ
リ
、
即
死
病
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら

れ
た
。

　
ま
ず
、
第
一
に
コ
レ
ラ
大
流
行
の
危
機
的
状
況
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

で

あ
っ
た
の
か
。
人
々
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
第
二
に
、
猛
威
を
振
る
う
コ
レ
ラ
を
前
に
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
迫

ら
れ
た
の
か
。
民
衆
の
危
機
対
応
で
あ
る
。

　
生
命
を
危
う
く
す
る
極
限
状
況
に
立
ち
至
っ
た
と
き
の
民
衆
の
心
意
の
問
題
で
も

あ
る
。
ま
た
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
民
衆
の
心
意
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
も
の

が

情
報
で
あ
る
。
虚
実
に
入
り
交
じ
っ
て
錯
綜
す
る
情
報
が
、
危
機
的
状
況
に
あ
る

人
々
の
心
意
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
複
雑
怪
奇
な
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に

す

る
こ
と
が
、
安
政
五
年
コ
レ
ラ
騒
動
を
取
り
上
げ
る
基
本
的
視
角
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
視
角
に
迫
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
研
究
方
法
が
あ
る
の
か
。
最

も
望
ま
し
い
の
は
コ
レ
ラ
に
直
面
、
体
験
し
た
人
々
が
直
接
記
録
し
た
資
料
を
探
し

出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
は
近
年
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

民
衆
の
日
記
類
の
調
査
で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
と
も
な
る
と
識
字
力
は
高
揚
し
、

公
文
書
の
み
な
ら
ず
家
業
の
経
営
は
も
と
よ
り
俳
譜
・
和
歌
・
漢
詩
文
等
の
素
養
を

身
に
つ
け
、
国
内
政
治
か
ら
異
国
へ
と
好
奇
心
を
持
つ
文
人
趣
味
の
百
姓
町
人
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
日
々
の
出
来
事
を
丹
念
に
記
し
た
い
わ
ゆ
る
日
記
と
、
こ
れ
ら
を

基
礎

に
特
記
事
項
を
ま
と
め
た
事
件
簿
と
も
い
う
べ
き
年
代
記
類
が
つ
く
ら
れ
て
い

た
。　

こ
れ
ら
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
コ
レ
ラ
に
遭
遇
、
死
の
恐
怖
に
置
か

れ
た
人
々
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
騒
動
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
駿
河
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

富
士
郡
大
宮
町
（
現
富
士
宮
市
）
の
事
例
を
取
り
上
げ
分
析
す
る
。
大
宮
町
は
天
下
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の

霊
峰
富
士
山
の
南
麓
に
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
。
富
士
山
を
御
神
体
と
す
る
富
士

浅
間
大
社
の
総
本
山
が
置
か
れ
、
富
士
参
詣
の
登
山
口
と
し
て
も
賑
わ
っ
た
。
町
高

一
四
九
四
石
余
、
支
配
は
浅
間
社
領
と
天
領
の
韮
山
代
官
の
二
給
で
あ
っ
た
。

　
そ

れ
と
い
う
の
は
、
分
析
対
象
と
な
る
日
記
が
、
大
宮
町
の
町
人
で
酒
造
業
を
営

む

横

関
家
の
九
代
弥
兵
衛
が
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
安
政
五
年
次

三
九
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
る
。
家
族
構
成
は
妻
三
一
歳
、
長
男
一
二
歳
、
長
女
九
歳
、

次
女
六
歳
、
そ
れ
に
大
店
を
支
え
る
奉
公
人
男
子
六
人
、
女
子
一
人
で
あ
る
。

0
世
直
し
の
予
兆

「
異
」
の
登
場

　
嘉
永
六
年

（
一
八
五

三
）
六
月
三
日
、
ペ
リ
ー
の
率
い
る
四
隻
の
ア
メ
リ
カ
艦
隊

が

江

戸
湾
深
く
侵
入
し
、
幕
府
に
開
国
を
迫
っ
た
。
鎖
国
に
よ
る
天
下
泰
平
の
平
和

は
、
一
瞬
の
う
ち
に
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
混
迷
を
極
め
る
幕
閣
の
悩
み
を
見
透
か

し
た
か
の
よ
う
に
、
一
旦
は
引
き
上
げ
た
も
の
の
、
約
束
通
り
翌
七
年
二
月
、
江
戸

湾
に
再
び
姿
を
見
せ
た
ペ
リ
ー
は
、
砲
艦
外
交
そ
の
ま
ま
に
、
武
力
を
背
景
に
三
月

三

日
、
日
米
和
親
条
約
を
締
結
さ
せ
、
二
世
紀
半
に
も
及
ん
だ
祖
法
鎖
国
に
終
止
符

を
打
た
せ
た
。
こ
の
一
八
〇
度
の
転
換
は
、
民
衆
に
幕
府
へ
の
不
安
と
不
信
を
与
え

た
。天

変
地
異
の
響
き

　
一
方
、
外
か
ら
の
兆
候
と
揆
を
一
に
し
て
大
地
を
震
わ
せ
る
地
な
ら
し
の
響
き
が

民
衆

を
恐
怖
に
落
と
し
め
て
い
っ
た
。
嘉
永
六
年
二
月
の
江
戸
地
震
に
続
き
、
翌
年

＝
月
四
日
に
駿
河
・
遠
江
・
伊
豆
・
相
模
に
大
地
震
と
大
津
波
が
起
こ
り
、
未
曾

有
の
被
害
が
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
々
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
な
る
と
、

七

月
の
大
暴
風
雨
を
皮
切
り
に
一
〇
月
二
日
江
戸
を
大
地
震
が
襲
っ
た
。
倒
壊
家
屋

一
万
四
〇
〇
〇
戸
、
死
者
七
〇
〇
〇
人
余
の
被
害
を
与
え
た
安
政
大
地
震
で
あ
る
。

　
地
面
を
震
わ
せ
、
天
地
の
逆
転
を
思
わ
せ
る
大
地
震
と
天
下
の
祖
法
を
破
っ
た
異

国
と
の
和
親
は
深
く
融
合
し
て
、
民
衆
に
世
な
ら
し
の
不
安
と
、
ま
た
同
時
に
祝
祭

へ
反
転
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
与
え
た
。

　
伊

豆
・
駿
河
・
遠
江
は
、
江
戸
・
京
都
・
大
阪
を
結
ぷ
陸
上
交
通
の
要
路
、
東
海

道
が

東
西
に
貫
通
し
て
お
り
、
緊
張
関
係
が
高
ま
る
幕
府
・
朝
廷
・
西
南
諸
藩
の
情

報
が
交
叉
し
、
そ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
播
し
、
民
衆
を
動
揺
さ
せ
た
。
ま
た
、

伊
豆

は
江
戸
を
守
る
意
味
で
要
衝
で
あ
り
、
下
田
が
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
の

建
言

も
あ
っ
て
日
米
和
親
条
約
に
よ
っ
て
開
港
場
と
さ
れ
た
こ
と
も
、
異
国
船
・
異

人
へ
の
恐
怖
と
好
奇
心
を
募
ら
せ
た
。
天
変
地
異
と
「
異
」
の
衝
撃
に
続
き
民
衆
に

死
の
恐
怖
を
現
実
に
し
た
の
が
、
安
政
五
年
の
即
死
病
コ
レ
ラ
の
流
行
で
あ
っ
た
。

人
々
に
与
え
た
コ
レ
ラ
の
衝
撃
は
、
西
欧
列
強
の
ア
ジ
ア
を
制
覇
し
よ
う
と
す
る
脅

威
の
も
う
ひ
と
つ
の
悪
魔
で
あ
っ
た
。

②
大
宮
町
の
コ
レ
ラ

コ

ロ

リ
の
噂
と
政
情
の
不
安

　
コ
レ
ラ
騒
動
の
発
端
は
、
奇
し
く
も
安
政
五
年
五
月
二
一
日
長
崎
に
寄
港
し
た
米

艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
か
ら
始
ま
る
。
コ
レ
ラ
に
関
す
る
「
袖
日
記
」
の
初
見
は
意
外
に
早

く
、
七
月
一
六
日
の
「
昨
日
・
近
在
急
病
人
多
し
と
申
噂
あ
り
」
の
記
事
で
あ
る
。

コ

レ
ラ
発
生
を
指
し
て
い
る
の
か
今
ひ
と
つ
不
明
で
あ
る
が
、
七
月
一
九
日
に
な
る

と
「
三
日
コ
ロ
リ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

十
七
日
頃
・
時
候
悪
敷
、
近
村
急
病
流
行
、
下
方
二
多
し
と
申
事

吉
原
宿
三
日
コ
ロ
リ
と
申
病
流
行
と
申
事
、
噂
承
る

　
安
政
五
年
の
夏
は
「
大
二
暑
シ
当
年
第
一
の
暑
也
、
夜
も
蒸
」

座

し
が
た
し
、
夜
寝
兼
る
大
暑
也
」
と
い
っ
た
酷
暑
が
続
い
た
。

と
か
「
畳
わ
い
て
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ま
た
、
「
袖
日
記
」
の
筆
者
横
関
弥
兵
衛
は
近
く
は
中
比
奈
村
の
龍
巻
、
遠
く
は
越

中
国
立
山
の
山
崩
れ
・
山
津
波
の
情
報
か
ら
「
当
年
ハ
天
地
二
水
多
し
」
の
不
吉
な

予
感
に
襲
わ
れ
て
い
た
。

　
一
方
で
は
天
下
泰
平
の
御
世
を
揺
さ
ぶ
る
政
情
の
不
安
で
あ
る
。

　
日
米
修
好
通
商
条
約
の
勅
許
を
め
ぐ
る
内
紛
に
将
軍
家
定
の
継
嗣
問
題
が
重
な
っ

て

幕
閣
を
二
分
す
る
対
立
に
発
展
し
、
遂
に
は
｛
橋
慶
喜
を
擁
立
し
た
水
戸
の
徳
川

斉
昭
、
越
前
福
井
藩
主
松
平
慶
永
ら
が
、
紀
州
藩
主
徳
川
慶
福
（
の
ち
家
茂
）
を
推

し
た
彦
根
藩
主
大
老
井
伊
直
弼
ら
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
、
安
政
の
大
獄
を
も
た
ら
す

と
い
う
政
変
劇
に
拡
大
し
た
。

　
こ
の
間
の
情
報
を
弥
兵
衛
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
七

月
＝
日
に
は

堀

田
様
御
上
京
多
分
ハ
御
口
之
様
子
評
判
、
下
総
国
佐
倉
惣
五
の
宮
へ
御
祈

願
上
京
無
難
を
御
祈
り
千
石
の
御
朱
印
社
内
へ
奉
納

　
条
約
勅
許
を
渋
る
京
都
朝
廷
を
説
得
す
べ
く
上
京
す
る
老
中
堀
田
正
睦
が
大
任
の

成
就
を
祈
願
し
て
、
か
つ
て
堀
田
家
が
礫
刑
に
し
た
義
民
佐
倉
宗
吾
怨
霊
神
を
祀
る

宮
へ
千
石
の
領
地
を
寄
進
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
直
し
の
佐
倉
宗
吾
を
異
国
と

の

条
約
勅
許
の
祈
願
に
登
場
さ
せ
る
手
の
込
ん
だ
噂
で
あ
る
。

　
翌
一
二
日
に
な
る
と
政
変
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
る
。

風
聞
江
戸
海
辺
こ
ん
さ
つ

関
東
筋
御
番
所
往
来
止
メ
と
申
事
、
是
ハ
虚
説

本
郷
様
御
不
首
尾
、
野
中
村
へ
沙
汰
あ
る

　
　
江
戸
大

も
め
水
戸
御
不
首
尾
之
由
、
堀
田
様
引
こ
み

本
郷
様
と
は
か
つ
て
将
軍
家
定
の
御
側
御
用
取
次
で
、
若
年
寄
に
昇
進
し
て
旗
本

か

ら
大
名
へ
立
身
し
た
が
、
七
月
六
日
家
定
死
去
と
同
時
に
騒
動
に
連
座
し
て
罷
免

減
封
さ
れ
て
元
の
木
阿
弥
と
な
っ
た
本
郷
丹
後
守
泰
固
の
こ
と
で
あ
る
。
野
中
村
は

本
郷
の
知
行
所
で
、
近
村
の
正
確
な
情
報
と
い
え
る
。

　

＝
二
B
に
は
将
軍
家
定
死
去
の
報
が
さ
ま
ざ
ま
な
風
聞
と
反
応
、
複
合
し
て
あ
ら

ぬ

虚
報
を
生
み
出
す
。

江

戸
屋
敷
く
騒
動

当
将
軍
様
当
六
日
に
御
他
界
之
風
聞
あ
り

謀
反
人
あ
る
節
、
御
毒
害
と
申
事
、
悪
説
ま
ち
く
也

　
将
軍
家
定
の
七
月
六
日
死
去
は
正
確
な
情
報
で
あ
る
が
、
謀
反
人
に
よ
る
毒
殺
の

悪
説
が

乱
れ

飛
ん

で
い

る
の
は
、
こ
の
直
後
本
格
的
コ
レ
ラ
騒
動
の
前
兆
を
形
成
す

る
人
々
の
心
理
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
。

コ

レ
ラ
の
猛
威

　
政
情
不
安
の
噂
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
コ
レ
ラ
は
次
々
と
弥
兵
衛
の
住
む
大
宮
町

に
刻
一
刻
と
忍
び
寄
っ
て
い
た
。

　
七
月
二
〇
日
に
は
吉
原
へ
引
越
し
た
「
口
屋
甚
兵
衛
の
埣
善
二
郎
死
去
」
の
報
、

翌
二

一
日
は
「
吉
原
辺
急
病
流
行
ボ
ウ
シ
ョ
一
七
日
君
拾
四
五
人
死
去
」
と
東
海
道

吉
原
宿
で
は
急
性
の
吐
き
気
と
下
痢
の
症
状
で
死
者
が
つ
づ
い
て
い
た
。

　
七
月
二
四
日
、
吉
原
宿
を
は
じ
め
近
郷
近
在
の
コ
レ
ラ
の
情
報
は
真
実
味
を
帯
び
、

大
宮
町
内
に
初
め
て
死
者
が
出
て
緊
迫
し
て
き
た
。

昨
日
吉
原
宿
二
て
葬
式
十
三
軒
あ
り
と
申
事
、
岩
本
・
久
沢
・
入
山
瀬
辺
昨

日
九
件
葬
式
あ
り
、
皆
暑
気
変
病
之
由
、
俄
二
心
地
悪
敷
と
申
と
、
吐
潟
い

た
し
、
手
足
の
筋
を
つ
め
る
と
即
死
ス
、
惣
身
黒
く
な
る
と
云
り
、
熱
病
な

る
べ
し
と
云
、
何
れ
変
病
な
り
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近
在
急
病
多
く
、
村
々
葬
式
た
へ
ず
、
一
時
殺
し
冒
暑
と
云
病
と
も
申
、
又

ハ
コ

ロ

リ
と
申

廿
日
吉
原
二
て
畑
こ
て
鍬
を
取
な
が
ら
倒
死
ス

廿
一
日
富
士
川
船
頭
樟
を
取
な
が
ら
倒
死
ス

丁
内
へ
当
病
人
初
メ
也

丁
内
浅
屋
お
ち
へ
殿
三
島
宿
へ
病
人
の
伽
二
行
、
類
病
う
け
死
去
、
今
日
駕

籠
二
て
来
ル
、
明
日
葬
式
、
流
行
ボ
ウ
シ
ョ
病

加
島
ニ
テ
ニ
日
コ
ロ
リ
と
申
病
也
と
そ

吉
原
宿
病
死
多
し

　
死
者
の
数
を
確
認
す
る
た
め
か
、
葬
式
数
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
コ
レ
ラ
の
病

名
が
確
定
出
来
ず
、
病
状
か
ら
「
熱
病
」
「
変
病
」
「
冒
暑
」
「
コ
ロ
リ
」
と
変
容
し
て

い

く
の
も
、
狼
狽
す
る
人
々
の
混
乱
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
遂
に
大
宮
町
の
知
り

人
に

死
者
が
出
た
。

　
八
月
三
日
に
は
コ
レ
ラ
の
猛
威
は
お
ど
ろ
お
ど
う
し
い
惨
状
を
呈
し
て
く
る
。

吉
原
λ
東
へ
海
道
松
原
二
乞
食
・
雲
助
な
と
道
路
に
倒
れ
死
し
多
ク
、
番
太

等
の
取
納
ル
ひ
ま
な
く
、
狐
狸
是
を
食
ひ
臭
気
鼻
を
う
が
つ
、
往
来
人
通
る

に

物
淋
し
く
す
ご
し
と
言
り
、
吉
原
宿
斗
リ
に
て
三
百
拾
八
人
死
亡
、
加
島

郷
吉
原
迄
先
月
下
旬
ぷ
流
行
病
二
て
死
す
る
も
の
千
六
百
人
と
申
事
、
病
人

へ
狐

と
り
付
も
の
多
し
と
申
事

　
東
海
道
中
の
松
原
に
は
乞
食
や
雲
助
が
倒
れ
死
し
た
ま
～
放
置
さ
れ
、
死
体
が
狐

狸
の

餌
と
な
り
果
て
、
猛
暑
も
手
伝
っ
て
死
臭
が
鼻
を
う
が
き
、
夜
と
も
な
る
と
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
り

淋

し
い
異
界
の
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
コ
ロ
リ
が
狐
・
狼
・
狸
を
連
想
さ
せ
て
い
く
噂

で

あ
る
。
日
記
の
人
弥
兵
衛
は
吉
原
の
死
者
三
一
八
人
、
加
島
郷
を
含
め
て
一
六
〇

〇

人
と
い
う
数
字
を
留
め
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
点
で
妄
想
へ
の
第
一
歩
と
な

る
「
狐
と
り
付
」
の
風
聞
が
記
録
さ
れ
た
。

　
八

月
五
日
御
膝
元
大
宮
町
の
「
御
料
所
（
天
領
分
）
二
て
廿
六
人
、
社
領
（
富
士

浅
間
神
社
領
分
）
二
て
廿
五
人
死
去
」
と
五
一
人
、
同
ご
二
日
に
は
一
一
八
人
の
死

者
を
数
え
て
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
八
月
一
七
日
に
は
吉
原
宿
の
死
者
は
二
二
三

人

と
詳
し
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。

医
薬
に
よ
る
治
療

　
発
病
か
ら
一
日
か
ら
三
日
で
即
死
す
る
コ
ロ
リ
の
急
襲
に
遭
遇
し
て
、
何
と
か
医

師
と
特
効
薬
で
厄
病
を
逃
れ
よ
う
と
努
め
る
の
は
、
ま
ず
第
一
の
対
応
で
あ
ろ
う
。

　
七
月
二
七
日
、
「
村
々
町
方
渡
世
休
ミ
」
の
な
か
、
町
役
人
は
か
つ
て
代
官
柴
村
藤

三
郎
支
配
時
の
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
望
月
三
英
、
丹
羽
正
伯
が
「
時
疫
流
行

候
節
此
薬
を
用
ひ
て
其
煩
を
の
が
る
べ
し
」
と
応
急
対
策
調
剤
を
指
示
し
た
触
書
を

思
い

出
し
、
町
内
へ
配
布
し
た
。

一
、

黒
豆
せ
ん
じ
用

一
、

桑
の
葉
も
よ
し

一
、

茗
荷
の
根
も
よ
し

し
か
し
、
一
世
紀
前
の
処
方
箋
で
は
効
き
目
は
疑
わ
し
い
。

こ
れ
ぞ
と
い
う
薬
を
求
め
て
情
報
が
入
り
乱
れ
る
。

八
月
三
日
は
支
配
韮
山
代
官
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。

韮
山
ひ
だ
様
伝
ふ
り
出
し
　
懐
中
薬
ト
云

山
査
子
壱
匁
　
カ
ミ
ツ
レ
花
五
分

霊
香
五
分
　
　
木
香
三
分

甘
草
六

リ
ン
　
薗
香
五
分

右
六
味
ふ
り
出
し
一
包
分
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此
度
之
病
二
よ
ろ
し
、

　

「
韮
山
ひ
だ
様
」
と
は
、
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の
侍
医
で
、
種
痘
実

施
で
有
名
な
蘭
方
医
肥
田
春
安
の
こ
と
で
あ
る
。

　
八
月
五
日
に
は
富
士
川
の
川
支
え
で
吉
原
宿
に
逗
留
中
の
名
医
と
や
ら
の
施
薬
伝

授
を
書
き
付
け
て
い
る
。

八
月
三
日
、
コ
ロ
リ
を
狐
つ
き
に
結
び
つ
け
た
噂
は
た
ち
ま
ち
人
々
を
と
ら
え
、
コ

ロ

リ
の
症
状
と
マ
ッ
チ
さ
せ
て
真
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

　
八
月
六
日
夜
、
弥
兵
衛
は
雨
天
の
た
め
丁
内
を
締
め
切
っ
て
、
酒
店
を
提
供
し
て

悪
魔
払
い
の
題
目
を
唱
え
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
異
変
を
記
録
し
て
い
る
。

コ

ロ

リ
で
急
死
し
た
母
の
葬
儀
を
片
付
け
、
丁
内
の
御
礼
廻
り
に
歩
い
て
い
た
金
蔵

が
急
に

発
病
し
、
夕
方
に
は
亡
く
な
っ
た
。

此

度
川
支
之
節
名
医
吉
原
へ
逗
留
中
、
施
し
の
薬
伝
授
と
申
事
、
常
に
呑
て

病
う
け
ず

蒼
木
　
桔
梗
　
原
朴
　
当
帰
　
川
菖
　
陳
皮

白
正
　
半
夏
　
枳
殻
　
自
荷
　
伏
苓
　
肉
桂

乾
姜
　
〆
十
三
味
　
各
五
分
ツ
・

麻
黄
、
甘
草
三
分

右
十
五
味
萎
ト
葱
白
ヲ
入
て
煎
用

　
藁

も
つ
か
む
薬
探
し
の
努
力
も
空
し
く
コ
レ
ラ
は
蔓
延
し
て
そ
こ
に
は
日
常
的
に

死
の
世
界
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

③
死
の
恐
怖
と
妄
想

く
だ
狐
の
妄
想

　
コ
レ
ラ
騒
ぎ
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
町
や
村
の
生
活
は
マ
ヒ
状
況
と
な
っ
た
。
人
々

は
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
儀
礼
・
呪
術
を
求
め
て
狂
奔
す
る
。
廻
り
題
目
、
送
り
神
、

大

日
如
来
・
マ
ン
ダ
ラ
の
御
開
帳
、
昼
夜
の
鉄
砲
打
放
し
、
道
祖
神
祭
、
正
月
行
事

の

復
活
等
、
前
代
未
聞
の
多
量
死
の
恐
怖
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
除
災
儀
礼
で
対
応
し

よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
世
直
し
状
況
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
風
聞
が

さ
さ
や
か
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
ま
っ
て
人
々
を
不
安
に
落
と
し
め
て
い
っ
た
。

今
夜
中
宿
二
て
寄
合
、
今
日
金
蔵
之
病
死
ノ
様
あ
ま
り
不
思
議
二
付
、
狐
の

わ

ざ
二
て
ハ
無
之
哉
と
相
談
い
た
し
、
三
峯
山
の
生
の
御
犬
ヲ
御
か
り
申
度

儀
神
田
丁
・
神
田
橋
・
山
道
へ
も
及
相
談
二
皆
々
承
知
之
上
明
朝
惣
代
之
者

出
立
之
積
り

　
病
死
人
の
あ
ま
り
に
不
思
議
な
死
に
様
に
狐
の
仕
業
、
崇
り
を
妄
想
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
禦
ぎ
の
三
峯
山
の
春
属
・
御
犬
様
ま
で
登
場
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
よ
り
真
実
味
を
増
す
事
態
が
発
生
す
る
。

青
柳
丁
山
本
や
女
房
此
間
神
棚
を
上
る
二
二
度
火
き
へ
た
り
、
三
度
目
上
ん

と
す
る
時
俄
に
横
腹
痛
ミ
こ
ぶ
生
す
、
心
付
て
狐
な
ら
ん
と
思
ひ
表
へ
か
け

出
て
う
な
る
、
近
処
の
人
寄
り
て
其
処
を
も
む
二
痛
忽
直
る
、
此
儀
阿
幸
地

数
馬
殿
二
聞
候
処
狐
な
り
と
申
由
、
猶
股
辺
二
か
く
れ
居
る
間
気
を
付
よ
と

申
け
る
由

す

べ
て
病
人
の
手
足
へ
こ
ぶ
出
来
ル
ト
筋
ヲ
つ
め
る
よ
し

　

こ
ぶ
状
の
病
状
か
ら
狐
が
体
内
に
侵
入
し
た
と
い
う
妄
想
で
あ
る
。

　
人
体
に

潜
入
す
る
狐
と
い
え
ば
当
然
通
常
の
狐
で
は
無
理
で
あ
る
。
本
来
は
人
間

の

見

る
こ
と
の
出
来
な
い
ミ
ク
ロ
の
小
動
物
、
微
細
な
く
だ
（
管
）
を
も
通
っ
て
体

内
に
侵
入
、
悪
さ
を
し
て
遂
に
は
命
を
奪
う
「
く
だ
狐
」
の
伝
承
が
妄
想
と
な
っ
て
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甦
り
、
伝
播
し
た
の
で
あ
る
。

東
町
方

ノ
人
下
へ
行
二
高
原
を
通
る
時
く
だ
狐
七
ツ
岩
本
ノ
方
へ
下
る
を
見

た
と
申
事

是
ハ
地
熊
と
申
物
の
よ
し

　
不
思
議
や

人

間
の
眼
に
は
見
え
な
い
筈
の
く
だ
狐
が
七
疋
も
俳
徊
し
て
い
る
の
を

目
撃
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
別
名
を
「
地
熊
」
と
い
う
な
ど
と
想
像
上
の
妖
怪

の
キ

ラ
イ
も
あ
る
。

獣
の
出
現
で
あ
る
。

根
方
川
尻
村
二
て
異
獣
ヲ
と
ら
へ
る
と
申
事

大
サ

猫
の

こ
と
く
馬
ノ
自
二
て
胴
ハ
ハ
ェ
毛

足
ハ
人
の
如
ク
赤
子
の
足
ノ
如
シ
と
申
事

右
之
こ
と
く
の
怪
獣
ヲ
蒲
原
宿
二
て
も
千
年
モ
グ
ラ
壱
疋
と
る
と
申
事
、
十

三

日
二
実
説
聞

一
説
二
異
国
ノ
廻
シ
者
僧
ト
ナ
リ
テ
狐
ヲ
数
千
船
ニ
ノ
セ
来
リ
、
此
近
海
辺

ヘ
ハ
ナ

ツ
、
右
怪
僧
三
島
宿
二
て
壱
人
捕
ル
・
ト
申
噂
あ
り

「
異
」
と
の
習
合

　
翌
八
月
七
日
に
な
る
と
、

来
る
。

く
だ
狐
説
は
特
定
の
病
人
を
名
指
し
し
て
定
説
化
し
て

此
度
の
一
日
こ
ろ
り
の
急
病
ハ
く
だ
狐
の
わ
ざ
な
る
よ
し
評
判

西
新
町
江
戸
や
儀
兵
衛
智
昨
日
死
去
、
今
日
葬
式
、
此
人
時
候
病
気
へ
く
だ

狐

と
り
付
き
て
、
ロ
バ
し
る
ニ
ハ
我
石
あ
げ
源
右
衛
門
を
取
殺
し
た
り
、
又

此
男
を
こ
ろ
し
て
夫
か
ら
神
田
橋
大
和
や
へ
行
べ
し
と
言
て
死
去
致
候
よ
し
、

此
由
⇔
冶
大
和
や
へ
沙
汰
あ
る

　
江
戸
屋

儀
兵
衛
の
智
が
死
際
に
熱
に
浮
か
さ
れ
た
の
か
、
石
あ
げ
源
右
衛
門
を
取

り
殺
し
、
神
田
橋
の
大
和
や
へ
行
く
な
ど
と
口
走
っ
た
こ
と
か
ら
、
く
だ
狐
に
取
り

付
か
れ

た
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
名
指
し
さ
れ
た
大
和
や
が
気
に
し
て
い
る
の

が
、
妄
想
が
真
実
と
受
け
取
ら
れ
一
人
歩
き
す
る
と
い
う
異
常
事
態
を
物
語
っ
て
い

る
。　

そ
し
て
八
月
一
〇
日
、
く
だ
狐
が
世
直
し
の
予
兆
の
本
流
と
な
っ
て
、
世
情
を
不

安

に
落
と
し
め
て
い
る
「
異
」
と
結
び
つ
い
た
。
く
だ
狐
か
ら
連
想
す
る
奇
怪
な
異

　
根

方
方
面
の
川
尻
村
で
異
獣
が
捕
獲
さ
れ
た
と
の
噂
で
あ
る
。
猫
の
よ
う
で
顔
は

馬
で
胴
に
毛
あ
り
、
足
は
人
間
の
赤
ん
坊
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
東
海
道
蒲
原
宿
で
は

千
年
モ
グ
ラ
と
い
う
怪
獣
を
一
疋
捕
ら
え
た
と
い
う
。
一
説
に
は
、
異
国
の
ま
わ
し

者
が
僧
に
身
を
や
つ
し
て
密
か
に
狐
を
数
千
疋
も
船
に
積
ん
で
や
っ
て
来
て
、
こ
の

近
海
の
辺
で
放
っ
た
と
い
う
（
此
の
狐
が
取
り
付
い
て
コ
ロ
リ
を
蔓
延
さ
せ
て
い
る
）
。

こ
の
と
き
伊
豆
下
田
に
は
公
然
と
異
国
船
が
出
入
り
し
、
安
政
大
地
震
の
大
津
波
に

際
し
て
は
、
ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
近
く
の
駿
河
湾
で
沈
没
し
た
。
異
国
船
・
異

人
が

邪
教
切
支
丹

と
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
ま
わ
し
者
の
僧
が
異
教
の
狐
、
千
年
モ
グ

ラ
を
放
っ
た
と
い
う
妄
想
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
八
月
＝
二
日
に
な
る
と
宗
高
村
の
芋
ほ
り
が
直
接
に
聞
い
た
実
説
と
し
て
詳
し
い

情
報
と
な
る
。

桑
崎
米
屋
子
息
三
峰
山
御
犬
か
り
て
帰
り
、
川
尻
親
類
二
病
人
あ
る
故
御
札

頂
か

せ

二
立

よ
り
川
尻
村
を
通
る
時
薮
の
中
λ
怪
き
物
う
ろ
く
と
し
て
出

た

り
、
若
イ
者
寄
集
り
打
殺
す
、
其
形
大
キ
ナ
ル
猫
程
あ
り
て
狐
に
似
た
り
、

白
‥
ハ
狐
ノ
如
ク
な
れ
共
大
二
長
ク
頂
ぷ
鼻
ツ
ラ
迄
白
キ
筋
あ
り
、
胴
ハ
ハ
イ

毛
黒

シ
、
足
ハ
猿
之
如
ク
足
ノ
裏
ハ
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
し
て
土
を
ふ
む
物
ニ
ア
ラ
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ズ異
獣
御
犬
ノ
威
こ
お
さ
れ
形
を
顕
シ
た
る
也
、
其
名
を
知
ら
す
、
異
国
ノ
狐

な
る
か
と
も
申
候
、
一
名
ジ
グ
マ
ト
云
、
吉
田
氏
申
ニ
ハ
千
年
モ
グ
ラ
ト
云

ヒ
、
喰
ハ
味
ひ
美
也

　

こ
の
異
獣
は
、
禦
ぎ
の
三
峯
の
御
犬
の
威
に
脅
か
さ
れ
迷
い
出
た
と
こ
ろ
を
撲
殺

さ
れ
た
。
形
状
そ
の
他
か
ら
異
国
の
狐
、
一
名
ジ
グ
マ
、
千
年
モ
グ
ラ
と
断
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
「
異
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
、
世
直
し
の
不
穏
の
風
聞
に
傾
斜
し
て
い

く
。　

　
　
此
度

ク
ダ
狐
ト
申
ハ
此
者
ジ
グ
マ
之
わ
ざ
な
る
よ
し
、
又
日
此
者
ハ
歯
ハ
な

　
　
　
し
、
只
新
墓
ヲ
ア
バ
キ
食
フ
獣
也
ト
申
事

　
　
　
右

同
人
之
咄
し
、
伊
豆
下
田
へ
か
～
り
た
る
異
船
之
内
ぷ
小
長
持
之
如
く
な

　
　
　
る
箱
ヲ
出
シ
テ
日
本
ノ
野
師
共
へ
渡
ス
よ
し
、
是
を
見
る
人
あ
り
し
と
申
事

　
　
　
矢
倉
沢
二
て
野
師
壱
人
召
捕
る
、
、
沼
津
こ
て
野
師
壱
人
召
捕
る
＼
と
申
事

之

印
と
し
て
大
船
一
は
い
公
方
様
へ
進
上
の
由
、
右
船
之
大
筒
御
た
め
し
可

有
之
由
江
戸
へ
御
触
其
音
二
不
驚
様
二
御
ふ
れ
也
、
然
処
其
夜
半
ニ
イ
キ
リ

ス

船
行
衛
な
く
逃
去
り
進
上
之
御
船
の
み
残
し
置
、
此
船
御
改
メ
有
之
処
イ

キ
リ
ス
人
の
衣
類
多
ク
ぬ
ざ
捨
船
中
二
捨
置
て
あ
り
、
其
様
子
甚
奇
怪
二
付

七
月
下
旬
御
評
議
之
由

或
ハ
噂
二
此
船
へ
外
国
ノ
疫
兎
ヲ
ふ
う
じ
込
乗
せ
来
り
、
日
本
へ
放
シ
捨
て

逃
帰

り
し
と
見
へ
た
り
と
申
評
判
あ
り

　
イ
ギ
リ
ス
が
幕
府
に
進
上
し
た
大
船
と
は
、
日
英
修
好
通
商
条
約
締
結
に
来
日
し

た

特
派
大
使
エ
ル
ギ
ン
が
贈
っ
た
蒸
気
船
エ
ム
ペ
ラ
ー
号
（
の
ち
の
蝿
龍
丸
）
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
種
々
の
伝
聞
・
噂
等
が
次
々
と
妄
想
を
生
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス

犯
人
説
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
コ
レ
ラ
の
除
災
儀
礼
1
く
だ
狐
に
三
峯
山
の
御
犬

　
想
像
上
の

小
動
物
く
だ
狐
は
千
年
モ
グ
ラ
、
ジ
グ
マ
の
異
獣
と
な
り
、
伊
豆
下
田

へ
停
泊
し
た
異
国
船
積
載
の
小
長
持
箱
か
ら
日
本
の
野
師
に
渡
さ
れ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
日
本
を
侵
そ
う
と
す
る
異
国
と
こ
れ
に
手
を
貸
す
日
本
の
野
師
、
両
者
の
使
う
手

と
さ
れ
た
の
が
異
獣
で
あ
り
、
ま
き
散
ら
し
て
い
る
の
が
即
死
病
の
コ
ロ
リ
で
あ
る

と
い
う
恐
る
べ
き
妄
想
で
あ
る
。

　
そ
し
て
八
月
晦
日
に
は
、
江
戸
か
ら
の
情
報
で
通
商
条
約
勅
許
・
将
軍
継
嗣
に
絡

む

幕
政
中
枢
の
混
乱
も
加
わ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
「
異
」
が
変
わ
っ

て
、
く
だ
狐
、
千
年
モ
グ
ラ
な
ら
ぬ
「
疫
兎
」
を
日
本
に
放
っ
た
と
い
う
風
聞
に
変

容
し
て
い
る
。

江
尻

ノ
人
江
戸
λ
当
六
日
帰
リ
候
と
申
咄
し
、
先
達
而
イ
キ
リ
ス
ぷ
交
易
頼

諸
種
の
除
災
儀
礼

　
コ
レ
ラ
大
流
行
が
三
日
コ
ロ
リ
か
ら
二
日
、
一
日
と
急
死
の
模
様
が
短
縮
す
る
に

つ

れ
、
人
々
の
精
神
状
態
は
極
度
の
死
の
恐
怖
と
医
薬
等
に
よ
る
治
療
も
不
可
能
な

無

力
感
の
な
か
に
、
そ
の
原
因
を
人
力
の
及
び
つ
か
な
い
摩
詞
不
思
議
な
懸
霊
現
象

に

帰
結

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
く
だ
狐
起
因
説
が
濃
厚
と
な
り
、
「
異
」
と
習
合
し

て

千
年
モ
グ
ラ
、
ア
メ
リ
カ
狐
、
イ
ギ
リ
ス
疫
兎
に
成
長
し
た
。

　
人
々
は
当
然
コ
ロ
リ
を
も
た
ら
し
、
次
々
と
伝
染
さ
せ
る
く
だ
狐
、
千
年
モ
グ
ラ
、

ア
メ
リ
カ
狐
、
イ
ギ
リ
ス
疫
兎
を
退
散
さ
せ
る
こ
と
に
衆
知
を
集
め
、
行
動
す
る
。

　
大

宮
町
で
は
、
コ
レ
ラ
の
流
行
・
蔓
延
す
る
な
か
で
自
然
発
生
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

除
災
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
大

宮
町
の
除
災
儀
礼
は
東
海
道
筋
の
宿
村
と
は
遅
れ
、
丁
内
に
死
者
が
出
始
め
た

七
月
八
日
の
廻
り
題
目
か
ら
で
あ
る
。

157



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第108集2003年10月

翌
二
八

日
に
は
北
山
本
願
寺
の
霊
宝
ホ
ウ
キ
マ
ン
ダ
ラ
の
開
帳
が
あ
っ
た
。

　
　
北

山
本
門
寺
御
霊
宝
ホ
ウ
キ
マ
ン
ダ
ラ
先
日
田
畑
村
へ
請
じ
て
開
帳
あ
り
し

　
　
故
、
其
村
壱
人
も
病
人
な
し
と
云
ロ
ニ
付
、
今
日
厚
原
村
λ
願
ひ
二
行
、
御

　
　
長
持
立
宿
本
光
寺
迄
来
ル
処
、
大
宮
信
心
之
方
二
て
願
ひ
、
立
宿
新
町
辺
へ

　
　
御
立

よ
り
霊
宝
を
開
諸
人
二
頂
せ
給
ひ
け
る
、
夕
方
神
田
橋
江
御
出
あ
り
て

　
　
夫
ぷ
重
須
へ
御
帰
り
二
相
成
候

小
晦
日
の
二
九
日
町
内
は
送
り
神
で
除
災
す
る

　
　
今

日
両
町
方
送
り
神
、
村
山
法
印
弐
人
頼
、
彼
是
手
間
取
、
夜
二
入
、
て
う

　
　
ち
ん
こ
て
送
り
神

　
疫
病
の
厄
を
送
り
神
で
丁
外
へ
送
っ
て
し
ま
え
と
い
う
儀
礼
で
あ
る
。

　
八

月
朔
日
に
は
「
町
方
近
在
昼
夜
信
心
、
鉄
砲
を
は
な
す
」
と
鉄
砲
を
撃
っ
て
悪

疫
の
退
散
を
図
っ
て
い
る
。
翌
二
日
に
は
丁
内
を
〆
切
っ
て
往
来
に
座
っ
て
三
か
所

で
題

目
を
唱
え
、
四
日
に
は
西
新
町
で
は
「
日
待
」
を
し
「
笹
縄
」
を
張
り
、
夜
に

は

「
家
毎
門
口
江
大
か
が
り
火
を
焚
」
き
「
片
が
わ
念
仏
二
て
歩
行
、
片
が
わ
題
目

連
歩
行
」
と
仏
教
寺
院
檀
徒
総
動
員
で
禦
ぎ
に
懸
命
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
丁
内
毎
に
〆
切
っ
て
連
日
念
仏
・
題
目
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
コ
ロ
リ

の

勢
い
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
そ
の
猛
威
は
益
々
強
ま
り
、
八
月
五
日
に
は
「
是
迄
御

料
所
二
て
廿
六
人
、
社
領
二
て
廿
五
人
死
去
」
と
な
っ
た
。
翌
六
日
、
中
宿
丁
の
金

蔵
が
一
日
コ
ロ
リ
で
突
然
死
し
た
。
ど
う
も
く
だ
狐
が
愚
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
人
々
は
不
安
と
恐
怖
に
駆
ら
れ
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
三
峰
山
の
生

の

御
犬

を
借
り
て
く
る
以
外
に
な
い
と
相
談
が
ま
と
ま
っ
た
。

の

仕
業
説
に

定

ま
る
な
か
で
も
、
正
月
の
よ
う
に
道
祖
神
の
往
来
わ
く
を
直
し
て
竹

宮
を
修
復
し
て
祀
っ
て
い
る
。

　

因
み
に
三
峰
神
社
は
縁
起
を
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
征
の
伝
承
に
遡
り
、
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
を
道
案
内
し
た
狼
を
春
属
の
神
犬
と
し
て
祀
り
、
武
運
長
久
、
五
穀
豊
穣
は
も

と
よ
り
、
盗
賊
除
け
、
不
時
の
災
難
除
け
と
し
て
信
仰
を
あ
つ
め
た
。
狼
を
神
の
使

い

と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
「
四
足
除
」
の
狐
つ
き
等
に
祈
願
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

三
峰
神
社
の
公
式
記
録
「
日
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
安
政
五
年
八
月
に
入
る
と
駿
州
・

豆

州
・
甲
州
方
面
の
町
や
村
か
ら
の
御
神
犬
拝
借
の
登
山
者
が
急
増
し
て
い
る
。
一

五

日
に
は
「
日
増
二
代
参
多
、
殊
二
東
海
道
辺
・
江
戸
芝
口
・
変
病
除
心
願
二
参
詣

御
座
候
」
と
御
犬
拝
借
の
代
参
の
登
山
が
東
海
道
の
宿
々
か
ら
そ
し
て
江
戸
か
ら
変

病
コ
レ
ラ
除
け
の
心
願
の
た
め
日
増
し
に
殺
到
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
八
月
二
四

日
に
は
貸
し
出
し
た
御
春
属
の
御
犬
の
「
番
数
」
が
一
万
番
に
達
し
た
。
即
死
病
コ

ロ

リ
武
州
三
峰
を
賑
わ
す
で
あ
る
。

　
八
月
一
〇
日
武
州
三
峰
山
へ
御
犬
様
借
用
に
出
掛
け
た
一
行
が
帰
丁
す
る
と
の
知

ら
せ
が
あ
っ
た
の
か
、
丁
内
の
宮
原
へ
四
丁
か
ら
、
二
、
三
人
ず
つ
が
迎
え
に
向
か
っ

た
。
途
中
、
万
野
原
火
打
道
か
ら
大
宮
町
に
入
り
、
夜
に
氏
神
若
之
宮
が
御
宿
と
な

り
、
「
火
の
差
合
な
き
人
斗
り
ゑ
り
て
」
（
忌
み
の
か
か
っ
て
い
な
い
人
だ
け
を
選
ん

で
）
御
籠
り
を
し
た
。
不
思
議
に
も
、
神
田
橋
の
御
犬
様
を
安
置
す
る
郷
蔵
跡
に
、

御
犬
の
足
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
そ
の
夜
蔵
屋
敷
の
辺
に
て
狐
の
鳴
き
声

が

し
た
と
も
い
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
く
だ
狐
に
対
抗
す
る
御
犬
様
借
用
も
大
宮
町
の
人
々
が
予
想
し
て
い

た
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
三
峰
山
の
対
応
に
は
、
種
々
信
仰
上
の
制

約
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

三
峰
山
御
犬
借
用

　
早
速
、
翌
七
日
朝
、
武
州
三
峰
山
に
向
か
っ
て
惣
代
の
者
五
人
が
出
発
し
た
。
路

銀
・
借
料
そ
の
他
費
用
八
両
、
御
犬
は
四
疋
借
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
く
だ
狐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ウ

今
夕
武
州
三
峰
山
之
者
帰
町
、
生
二
見
ゆ
る
御
犬
を
か
り
度
由
申
候
処
、
坊

ニ
テ

申
ニ
ハ
生
ノ
カ
ゲ
ノ
と
二
色
ハ
な
し
、
左
様
二
う
た
が
ふ
心
あ
る
処
ヘ

ハ
か

し
が
た
し
、
前
々
之
通
り
か
げ
二
て
遣
ス
へ
し
と
申
由
、
坊
ハ
壱
軒
二
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テ

大
ナ

ル
家

ノ
由
、
酒
造
イ
タ
シ
テ
不
売
、
只
参
詣
之
者
へ
馳
走
二
い
た
す
、

御
犬
か
り
百
五
十
人
程
諸
国
ぷ
居
合
候
、
二
、
三
月
頃
毎
年
御
犬
か
り
人
多

シ
ト
申
事
（
中
略
）
当
年
ハ
伊
豆
駿
河
両
国
別
し
て
犬
か
り
多
し
と
申

　
く
だ
狐
を
退
散
さ
せ
る
本
物
の
犬
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
大
宮
町
の
人
々
に
対
し

て

「
生

ノ
カ
ゲ
ノ
ニ
色
」
は
な
い
、
疑
う
心
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
は
貸
す
わ
け
に
は
い

か

な
い
と
言
わ
れ
、
御
犬
様
の
カ
ゲ
に
な
る
御
札
（
御
幣
）
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
風
呂
敷
に
丁
寧
に
包
ま
れ
た
御
札
は
収
め
る
場
所
が
未
完
成
の
た
め
、

一
時
氏
神
若
之
宮
が
仮
の
宿
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
八
月
；
百
、
漸
く
御
仮
屋
が
出
来
上
が
っ
た
。
火
の
差
合
な
い
者
を
選
ん
で
若

之
宮
か
ら
奉
還
し
た
。

　
三
峰
山
は
大
宮
町
の
四
町
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
御
犬
借
用
に
あ
た
っ
て
の
掟
書

を
渡
し
て
い
る
。

三
峰
山
御
犬
借
用
掟
書
写
シ

　
　
　
御
春
属
拝
借
指
南

一
、

御
け
ん
そ
く
御
む
か
ひ
被
成
候
節
、
道
中
に
て
き
ふ
く
等
無
之
家
二
而

　
と
ま
り
可
被
成
候

一
、

御
在
所
江
御
帰
着
被
成
候
ハ
・
、
即
時
二
清
浄
の
別
火
二
而
御
焚
上
可

　
被
成
候
、
格
別
及
深
更
御
帰
宅
被
成
候
ハ
・
、
洗
米
二
て
も
御
備
へ
可
被

　
成
候

一
、

御
札
勧
請
ハ
御
在
所
二
お
い
て
鎮
守
の
社
、
又
は
何
れ
二
而
も
至
極
清

　
浄
之
地
二
御
宮
あ
る
ひ
は
か
や
、
わ
ら
の
類
二
て
宝
殿
御
し
つ
ら
ひ
被
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
カ
　
レ

　
御
信
心

二
御
祭
り
可
被
成
候
、
尤
繊
濁
之
者
、
女
人
の
立
よ
り
候
事
、
堅

　
禁
断
可
被
成
候

一
、

御
供
献
上
ハ
毎
月
十
九
日
晩
、
廿
日
講
中
御
縁
日
、
御
日
待
可
被
成
候
、

　
御
講
中
の
内
御
壱
人
精
進
潔
斎
被
成
、
切
火
二
て
御
焚
上
ヶ
可
被
成
候
、

　
但

シ
な
べ
き
り
の
御
供
と
申
、
残
候
と
て
も
も
外
の
人
た
べ
申
事
不
罷
成
、

　
御
焚
上
の

火
二
て
た
ば
こ
二
而
も
御
上
り
被
成
間
敷
候
、
万
一
無
拠
不
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ
ヒ

　
御
座
候
ハ
・
、
洗
米
御
そ
な
へ
可
被
成
候
、
女
中
方
け
つ
し
て
御
綺
被
成

　
ま
し
く
候

一
、

稲
荷
の
社
近
く
御
く
わ
ん
じ
や
う
御
遠
慮
可
被
成
候

一
、

御
礼
御
返
済
之
儀
拝
借
被
成
候
月
日
迄
ハ
御
差
置
不
苦
候
、
右
之
月
日

　
相
後
レ
不
申
様
二
御
返
進
可
被
成
候

右
之
通

御
慎
御
信
心
専
一
二
御
座
候
、
此
外
口
上
を
以
御
伝
授
可
申
候
、
以

上　
　
　
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
州
三
峰
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
場
　
　
役
人

　
霊
験
新
た
で
あ
る
た
め
に
は
神
聖
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
聖
と
俗

と
を
峻
別
す
る
。
御
犬
様
が
く
だ
狐
を
や
っ
つ
け
る
た
め
に
は
、
俗
を
断
っ
て
聖
の

条
件
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
起
伏
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
清
浄
の
別
火
、

宝
殿
の

設

置
、
ケ
ガ
レ
、
女
人
の
立
ち
寄
り
の
禁
断
、
な
べ
き
り
の
御
供
等
厳
し
い

条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
掟
書
の
条
件
を
蔵
屋
敷
郷
蔵
跡
で
は
充
た
さ
な
か
っ

た

た
め
か
、
急
に
場
所
替
え
と
な
り
、
土
橋
と
な
っ
た
。
そ
の
間
御
札
は
丁
内
の
宝

殿
に

預
か

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
御
犬
借
用
の
儀
礼
が
進
む
な
か
で
も
、
こ

ろ
り
の
猛
威
は
衰
え
を
知
ら
ず
、
「
大
宮
町
当
病
死
者
百
拾
八
人
と
申
事
」
と
五
日
の

五
一
人
の
二
倍
強
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
八
月
一
九
日
は
淀
書
に
あ
る
御
供
献
上
の
祭
日
に
あ
た
る
。

今
夕
、
三
峯
山
祭
日
清
浄
御
供
焚
上
奉
納
　
口
中
御
日
待
い
た
す

三
峯
の
御
犬
様
の
記
述
は
そ
の
後
何
故
か
、
少
な
く
な
る
。
八
月
二
九
日
に
効
験
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月日 周　辺　地　域 大　宮　町　内 弥兵衛家 周辺地域 大宮町内 弥兵衛家 周辺地域 大宮町内 弥兵衛家

7月26日
村々農業をやめ宗
旨の信心

27日 廻り題目始める

28日 北山御霊宝ホウキ
マンダラ開帳

29日 村山法印送り神 送り神

8月1日 町方信心鉄砲

2日 町内〆切題目 丁内中浅間様御参り

3日
村山大日如来加島へ開帳 村山大日如来

身延八之宮日延上人
東漸寺上人来る

4日
片がわ念仏
片がわ題目歩行

日待
西新町かがり火焚

5日 休日御参り
日待
町内かがり火焚

6日 町内〆切題目
町内〆切題目
みせで唱える

三峯山御犬拝借代参
出立

7日
道祖神をまつる
正月のごとく往来

10日
松野村若い者僧形
水ごり題目

代参帰町

15日
身延山信者講より
代参出立

18日
三峯山祭日焚上
日待

23日

浅間様韮山代官御頼の祈祷

28日

伊豆内浦辺家毎門牌立て一村死去の体なる呪い

岩淵蒲原辺正月仕直し

晦日
西新町毎夜かがり火
焚神燈をつけ神勇め 野中村正月仕直し

9月4日
和泉屋で高祖・鬼
子母神像開眼

6日
糀屋三島圓明寺上
人祈祷

8日 淀師村観音花角力興行

11日 日待

m月10日
　～14日

身延行

21日
鬼子母神開眼
星まつり

O②
一
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を
疑
っ
た
も
の
が
神
罰
を
受
け
た
と
い
う
記
事
の
み
で
あ
る
。

江

尻
二
て
三
峯
山
御
犬
ヲ
カ
ゲ
ニ
て
か
り
、
是
ヲ
疑
ひ
て
神
罰
を
受
け
し
人

あ
り

津
島
天
王
ヲ
疑
ひ
て
興
津
在
名
主
死
絶
ル
ア
リ

神
罰
を
も
も
の
と
し
な
い
コ
レ
ラ
の
猛
威
に
人
々
は
三
峯
山
の
御
犬
の
霊
力
に
疑

い

を
持
ち
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑤
民
衆
の
宗
教
構
造

コ

レ

ラ
騒
動
と
民
衆
の
宗
教
行
為

　
突

如
人
々
を
襲
っ
た
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
騒
動
は
、
視
点
を
変
え
れ
ば
幕
末
期
に

お
け
る
民
衆
の
広
義
の
宗
教
、
換
言
す
る
な
ら
心
意
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
そ
の
構

造

を
知
る
た
め
の
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

未
曾
有
の
生
命
の
危
機
に
直
面
し
た
と
き
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
生
き
よ
う
と
し
た

の

か
。
ど
の
よ
う
な
救
い
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
か
。
コ
レ
ラ
と
い
う
未
知
な
る
流

行
病
に
医
療
を
も
っ
て
対
抗
す
る
の
は
正
当
な
対
応
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
圧

倒

し
て
蔓
延
す
る
即
死
病
コ
ロ
リ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
宗
教
や
信
仰
の
世

界
に
向
か
う
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
宗
教
や
信
仰
と
い
う
だ
け
で
は
、
抽
象
的
で

は

っ

き
り
し
な
い
。
デ
ィ
テ
ィ
ル
の
と
こ
ろ
で
実
態
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
呪
術
や

習
俗
な
ど
を
含
め
た
民
俗
儀
礼
を
視
野
に
入
れ
て
民
衆
の
動
向
を
考
察
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
筋
縄
で
は
掌
握
不
可
能
な
民
衆
の
宗
教
・

信
仰
行
為
と
心
意
と
そ
の
構
造
を
知
る
上
で
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
は
突
発
的
で
時

間
、
空
間
は
限
定
さ
れ
る
が
、
絶
好
の
機
会
と
も
い
え
る
。
少
な
く
と
も
、
ひ
と
つ

の

実
証
デ

ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
民
衆
の
宗
教
と
い
え
ば
、
本
来
は
宗
門
改
制
下
の
檀
家
制
度
で
裏
付
け
ら
れ
た
葬

式
仏
教
の
宗
派
信
者
と
い
う
範
疇
で
く
く
れ
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
に
所
属
す
る
町
や

村
の
共
同
体
の
信
仰
で
あ
る
神
信
仰
（
氏
神
・
鎮
守
）
の
氏
子
で
あ
る
こ
と
を
加
え

れ

ば
こ
と
足
り
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
内
実
に
お
い
て
は
両
者
は
習
合

し
、
多
く
の
部
分
を
共
同
体
や
家
の
習
俗
・
儀
礼
の
中
で
生
活
し
、
精
神
世
界
に
お

い

て

は
様
々
な
呪
術
や
迷
信
に
依
存
し
て
生
き
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
民
衆

の

広
義
の
宗
教
は
、
旧
来
の
宗
教
史
（
仏
教
・
神
道
）
に
加
え
て
民
間
信
仰
・
民
衆

思
想
の

名
称
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
後
民
俗
学
や
歴
史
学
の
花
形
の
研
究
分
野
で

あ
っ
た
。
し
か
し
仏
教
史
、
神
道
史
、
民
間
信
仰
史
、
民
衆
思
想
史
等
、
縦
割
り
の

専
門
分
野
の
研
究
の
深
化
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
総
合
化
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
な

か

っ

た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
こ
こ
十
数
年
め
ざ
ま
し
く
出
版
さ
れ
続
け
て
い
る
地

方
史
誌
（
県
市
町
村
）
を
播
い
て
み
れ
ば
、
民
衆
の
宗
教
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も

の

は
皆
無
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
多
く
の
頁
を
割
い
て
は
い
る
も
の
の
歴
史
と
民
俗

が

分
裂
気
味
の
バ
ラ
バ
ラ
の
記
述
で
あ
る
。

錯
綜

と
混
沌
の
宗
教
構
造

　
と
り
あ
え
ず
、
「
袖
日
記
」
に
認
め
ら
れ
る
民
衆
が
走
っ
た
宗
教
行
為
の
記
事
を
摘

出
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
構
造
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
内
容
を
分

類
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
一
は
宗
門
改
、
檀
家
制
で
決
め
ら
れ
た
特
定
仏
教
宗
派
の
寺
の
檀
家
（
信
者
）

で

あ
る
と
い
う
意
味
で
の
仏
教
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
葬
式
仏
教
と
い
わ
れ
、

強
制
や
形
式
上
の
信
仰
と
見
倣
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
死
者
を
葬
送
、
先
祖
を
祀
る

仏
教
の
影
響
は
大
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
人
々
が
生
活
を
と
も
に
す
る
村
と
町
の
氏
神
・
鎮
守
等
の
神
信
仰
の
類

で

あ
る
。
コ
レ
ラ
の
流
行
は
共
同
体
存
亡
の
危
機
で
も
あ
り
、
神
信
仰
が
作
動
す
る

こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
は
、
仏
教
・
神
信
仰
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
行
為
、
呪
術

等
を
と
も
な
っ
た
儀
礼
（
民
間
信
仰
と
表
現
す
る
向
き
も
あ
る
が
）
を
、
こ
こ
で
は
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民
俗
宗
教
と
呼
ぷ
こ
と
に
し
て
分
類
し
た
。

　
三
分
類
に

加
え
て
こ
れ
ら
宗
教
行
為
が
ど
こ
で
誰
ら
が
行
っ
た
か
に
よ
っ
て
、
①

周
辺
地
域
②
筆
者
弥
兵
衛
が
居
住
す
る
大
宮
町
内
③
日
記
の
筆
者
自
身
の
横
関
弥
兵

衛
家
に
区
分
し
て
み
た
。

　
と
い
う
の
は
、
宗
教
を
構
造
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
時
間
と
と
も

に

儀
礼
行
為
の

主
体
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
作

成

し
た
の
が
「
安
政
五
年
大
宮
町
の
コ
レ
ラ
と
宗
教
儀
礼
（
行
為
）
」
の
表
で
あ
る
。

　
弥
兵
衛
が
眼
に
し
、
耳
に
し
た
コ
レ
ラ
の
厄
災
を
除
去
す
る
宗
教
儀
礼
（
行
為
）

を
記
録
し
た
の
は
、
安
政
五
年
七
月
二
六
日
か
ら
一
〇
月
二
一
日
ま
で
の
約
三
ヶ
月

間
、
記
載
日
数
二
七
日
で
あ
る
。

　

こ
の
表
か
ら
大
宮
町
の
人
々
の
宗
教
行
為
の
構
造
に
関
し
、
三
点
の
特
色
を
指
摘

し
た
い
。

　
第
一
に
人
々
の
宗
教
儀
礼
の
性
急
さ
と
混
迷
ぶ
り
で
あ
る
。
藁
を
も
つ
か
む
緊
急

緊
迫

し
た
状
況
で
の
除
疫
儀
礼
で
あ
る
に
し
て
も
、
題
目
マ
ン
ダ
ラ
や
村
山
の
修
験

の

力
を
借
り
つ
つ
も
、
一
転
し
て
三
峯
山
の
御
犬
拝
借
に
走
っ
た
り
、
正
月
を
や
り

直
し
て
厄
を
払
お
う
と
し
た
り
す
る
。
効
能
が
あ
る
と
聞
け
ば
飛
び
つ
い
て
何
で
も

祈
願

し
て
み
よ
う
と
い
う
宗
教
は
、
節
操
の
な
い
多
神
教
の
現
世
利
益
の
や
り
方
で

あ
る
。

　
第
二
に
、
儀
礼
の
多
様
、
多
彩
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
弥
兵
衛
家
の
檀

那
寺
で

あ
る
日
蓮
宗
（
東
漸
寺
）
の
関
係
か
ら
来
る
廻
り
題
目
、
「
身
延
山
」
等
、
ま

た

大
宮
町
の
氏
神
浅
間
神
社
の
、
町
内
挙
げ
て
の
祈
祷
等
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
と
伍
し
て
送
り
神
、
信
心
鉄
炮
、
道
祖
神
等
の
民
俗
宗
教
の
儀
礼
も
無
視
で

き
な
い
。
ま
た
、
仏
教
、
神
信
仰
に
連
な
る
と
は
い
え
、
村
山
法
印
の
修
験
や
三
峯

山
の
御
犬
拝
借
と
い
っ
た
日
常
の
信
仰
圏
外
へ
の
働
き
か
け
が
目
に
つ
く
。

　
第
三
に
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
明
ら
か
に
な
る
弥
兵
衛
家
の
三
カ
月
に
及
ぶ
コ
レ

ラ
と
の
闘
い
の
動
静
で
あ
る
。

　
弥
兵
衛
は
信
心
す
る
日
蓮
宗
の
廻
り
題
目
に
参
加
主
催
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

マ

ン
ダ
ラ
の
開
帳
、
氏
神
浅
間
神
社
の
参
拝
等
、
日
常
の
信
仰
圏
の
シ
ス
テ
ム
に
従
っ

て

励
行
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
の
コ
レ
ラ
の
猛
威
に
三
峯
山
の
御
犬
拝
借
、
村

山
の
大
日
如
来
の
開
帳
、
鬼
子
母
神
の
開
帳
等
、
非
日
常
宗
教
の
儀
礼
に
頼
る
行
為

に
出
る
。
コ
レ
ラ
騒
ぎ
の
鎮
静
化
と
と
も
に
再
び
日
蓮
信
仰
の
身
延
山
行
の
修
業
に

顕
著
の
よ
う
に
、
日
常
信
仰
す
る
日
蓮
宗
の
信
者
の
宗
教
行
為
に
回
帰
し
て
い
っ
た
。

　
コ
レ
ラ
騒
動
に
み
る
複
雑
な
宗
教
構
造
を
仏
教
、
神
信
仰
、
民
俗
宗
教
に
三
分
し

て

分
析

を
試
み
た
が
、
当
然
ひ
と
つ
の
宗
教
で
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
儀
礼
行

為
同
士
の
習
合
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
宗
教
者
自
体
が
民
衆
の
心
意
に
同
調

し
、
宗
教
教
義
上
の
禁
欲
・
厳
密
さ
が
欠
け
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
儀
礼
が
錯

綜
し
な
が
ら
、
コ
レ
ラ
を
除
去
し
た
い
、
逃
れ
た
い
と
の
唯
一
の
願
い
に
向
か
っ
て

収

敏
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
無
理
矢
理
総
合
化
す
る
よ
り
も
む
し

ろ
、
こ
の
混
沌
が
ま
さ
に
宗
教
構
造
で
あ
る
と
い
っ
た
方
が
適
切
な
の
か
も
し
れ
な

い

の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
狽
狐
を
極
め
る
コ
レ
ラ
の
恐
怖
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
世
情
の
不
安
、
天
変
地
異
、

そ
し
て
「
異
」
と
次
々
と
黒
い
噂
を
巻
き
込
ん
で
妄
想
は
ふ
く
ら
み
、
民
衆
の
心
意

は
一
種
独
特
な
オ
ル
ギ
ー
状
況
を
現
出
す
る
。
当
然
こ
の
危
機
的
状
況
か
ら
救
済
さ

れ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
除
災
の
儀
礼
・
呪
術
を
動
員
し
て
、
心
意
の
安
定
を
図
る
が
、

必
ず

し
も
即
座
に
コ
レ
ラ
の
恐
怖
は
退
散
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
三
峯
の
御
犬
が
ジ
グ
マ
や
千
年
モ
グ
ラ
、
イ
ギ
リ
ス
の
疫
兎
の
退
治
の
決
定
打
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
八
月
晦
日
に
は
ホ
ヲ
キ
星
が
現
れ
、
西
南
へ
向
か
っ
て
尾
を
引
き
、
ま
た
江
戸
の

政
情
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　
九
月
に
入
る
と
三
峯
の
記
事
は
消
え
、
鬼
子
母
神
像
の
開
眼
、
日
廷
上
人
本
尊
開

帳
等
の
除
災
儀
礼
は
次
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
六
日
、
江
戸
の
コ
レ
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ラ
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

江

戸
二
て
此
度
病
死
之
者
共
廿
一
万
三
千
人
之
由
、
川
成
村
へ
江
戸
・
書
状

到
来
実
説

但
シ
此
内
人
別
之
者
十
三
万
七
百
廿
四
人
也

江
戸

惣
人
別
五
十
万
人
と
申
事

八
月
廿
五
、
六
日
頃
ぷ
別
し
て
多
ク
死
シ

　
江

戸
の
町
方
人
口
約
五
〇
万
は
い
い
と
し
て
、
詳
細
な
数
字
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
横
関
弥
兵
衛
が
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
騒
動
に
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
つ
け
た
の
は
、

一
〇
月
一
〇
日
か
ら
一
四
日
ま
で
の
四
泊
五
日
の
「
身
延
行
」
で
あ
っ
た
。

　
ひ

と
つ
厄
災
を
ふ
っ
き
れ
な
い
弥
兵
衛
は
、
身
心
の
ケ
ガ
レ
を
除
去
す
る
た
め
日

頃
信
心
す
る
日
蓮
宗
の
総
本
山
身
延
山
参
詣
修
業
の
旅
を
思
い
付
い
た
。
一
〇
日
は

身
延
中
町
の
旅
籠
古
屋
善
右
衛
門
泊
ま
り
、
夜
は
仁
王
様
に
参
拝
し
て
題
目
修
業
。

一
一

日
は
末
暁
出
立
し
て
甲
州
一
円
に
流
行
す
る
「
よ
さ
こ
い
ー
」
が
コ
レ

ラ
の
流
行
と
一
致
す
る
と
の
噂
を
耳
に
し
な
が
ら
七
面
山
へ
向
か
っ
た
。
途
中
、
妙

法
大
善
神
を
詣
で
、
十
万
部
・
妙
法
両
大
善
神
本
社
、
摩
利
支
天
王
に
参
拝
、
万
年

橋
を
渡
り
七
面
山
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
雪
の
降
る
な
か
七
面
山
登
山
道
へ
。
三
六
丁

目
の
坊
へ
一
泊
、
そ
の
夜
は
一
睡
も
せ
ず
に
終
夜
題
目
修
業
。
一
二
日
は
未
明
出
立
、

い

よ
い
よ
七
面
山
の
奥
の
院
へ
。
祖
師
開
帳
、
子
安
鬼
子
母
神
、
薬
師
堂
等
次
々
と

諸
所
を
夜
半
ま
で
順
拝
し
て
鬼
子
母
堂
へ
一
泊
。
二
二
日
は
東
谷
の
諸
所
を
順
拝
。

武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
古
鐘
、
御
真
骨
、
経
堂
等
参
拝
、
御
条
の
間
評
定
所
の
取
次
で

院
代
様
に
御
目
に
か
か
り
、
講
中
懸
金
一
両
を
渡
す
。
更
に
、
貫
首
様
に
御
目
見
へ
、

御
経
、
御
言
葉
ま
で
頂
戴
し
、
本
尊
二
幅
（
料
金
一
〇
〇
疋
）
を
手
に
入
れ
祖
師
堂

開
帳
、
貫
首
様
の
説
法
を
聴
講
、
あ
わ
た
だ
し
く
土
産
物
を
調
達
し
て
帰
途
へ
。
こ

の

日
は
遅
く
南
部
村
松
本
屋
泊
ま
り
、
一
四
日
に
帰
宅
す
る
。

　
弥
兵
衛
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
身
近
な
信
心
の
対
象
で
あ
る
日
蓮
宗
の
身
延
山
順

拝
が
、
ひ
と
つ
の
修
業
の
場
と
し
て
も
身
心
を
新
た
に
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。

　
大
宮
町
弥
兵
衛
の
「
袖
日
記
」
に
み
ら
れ
る
人
々
の
、
安
政
五
年
の
夏
の
異
常
な

体
験
は

何

を
物
語
っ
て
い
る
の
か
。
町
人
弥
兵
衛
は
こ
の
生
死
を
さ
ま
よ
う
体
験
か

ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。
幕
末
か
ら
維
新
へ
、
世
界
史
の
大
激
動
の
な
か
で
近
代
国
家

が

難
産

な
が
ら
誕
生
し
、
近
代
社
会
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
ひ
と
つ
の
免
疫

と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
関
連
論
文
①
参
照
。

（
2
）
　
見
市
雅
俊
『
コ
レ
ラ
の
世
界
史
』
（
晶
文
社
、
一
九
九
四
年
）
、
『
コ
レ
ラ
の
流
行
と
近
代
ヨ
ー

　
　
ロ
ッ
パ
、
青
い
恐
怖
白
い
街
』
（
平
凡
社
　
一
九
九
〇
年
）

（
3
）
　
山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
、
立
川
昭
二
『
近
世
病

　

草
紙
ー
江
戸
時
代
の
病
気
と
治
療
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）

（
4
）
　
袖
日
記
は
現
在
富
士
宮
市
市
民
文
化
会
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
大
宮
町
に
つ
い
て
は
『
な

　
　
つ
か
し
の
町
名
を
た
ず
ね
て
ー
富
士
宮
市
の
町
名
今
昔
ー
』
　
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
、
｝
九

　
九
二
年
）
。

　
な
お
本
稿
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
北
米
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
二
〇
〇
二
年
一
月
一
六
日

に

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
連
論
文
（
①
～
③
）
を
併
読
さ
れ
た
い
。

①
高
橋
敏
「
幕
末
民
衆
の
情
報
と
世
直
し
意
識
の
形
成
－
「
年
代
記
」
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

　
　
　
（
『
静
岡
県
史
研
究
』
二
号
、
一
九
八
六
年
）

②
高
橋
敏
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
の
「
異
」
意
識
」

　
　
　
（
桜
井
徳
太
郎
編
『
日
本
社
会
の
変
革
と
再
生
』
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
）

③
高
橋
敏
「
黒
船
・
狼
姻
・
狼
糞
　
紀
州
藩
有
田
郡
山
保
田
組
村
々
の
狼
糞
の
拾
い
集
め
」

　
　
　
（
平
川
南
・
鈴
木
靖
民
編
『
蜂
〔
と
ぷ
ひ
〕
の
道
』
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）

④
高
橋
敏
「
安
政
五
年
コ
レ
ラ
と
吉
田
神
社
の
勧
請
ー
駿
河
国
駿
東
郡
下
番
貫
村
・
深
良
村
の
コ
レ

　
　
　
ラ
騒
動
1
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
平
成
一
六
年
三
月
刊
行
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
三
年
一
月
一
五
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
審
査
終
了
）

163



Bulletin　of　the　National　Musθum　of　Japangse　History

　　　　　　　　　　　　　　　　　vol．108　　0ctober　2003

Fear　and　Delusion　in　Bakumatsu　Japan：

The　Cholera　Disturbance　in　Omiyacho．　Suruga　Province

TAKAHASHI，　Satoshi

How　do　people　confront　life－threatening　dangers　when　they　strike？In　Japanese　history，

people　have　faced　repeated　cataclysmic　disasters　and　infectious　epidemics（”diseases　of

instantaneous　death’〕．　With　the　scientific　revolution　and　the　advance　of　civilization　in

modern　times，　it　is　easy　to　think　that　people’s　fear　of　death　has　receded．　The　stir　caused

by　SARS　in　2003，　however，　reminds　us　that　mortal　fear　is　still　close　by．　This　study　attem－

pts　to　demonstrate　the　dangers　and　state　of　panic　caused　by　the　sudden　outbreak　of

cholera　in　Ansei　8／1858．　Focusing　on　the　concrete　example　of　Omiyacho，　Suruga　Province

（modern－day　Fujinomiya　City），　the　study　asks　how　people　responded　to　the　dangers

attending　the　attack　of　cholera，　feared　by　people　as　a”disease　of　instantaneous　death．n

The　study　begins　with　a　reading　of　the　meticulously　recorded　journal　of　an　Omiyacho

townsman．

After　coming　ashore　at　Nagasaki　with　the　crew　of　an　American　ship，　the　cholera

bacterium　spread　further　and　further　east，　infecting　people　with　a　strange　illness　and

producing　an　unprecedented　number　of　deaths．　Numerous　medical　efforts　were　taken

against　the　disease，　efforts　which　also　generated　a　wide　and　diverse　body　of　information

that　fed　the　spread　of　fanciful　accounts　of　the　disease．　As　if　the　world　were　turned　upside

down，　people　witnessed　the　destruction　of　the　psychological　frameworks　that　had　offered

them　peace　of　mind．　In　response，　they　sought　help　through　the　use　of　pacifying　magics　of

all　kinds．

As　cholera　spread　across　space　and　time，　people　became　increasingly　active　as　they

struggled　with　the　strategies　of　an　nonquotidian，　otherly　world．

Based　on　a　traditional　superstitious　belief，　people　identified　the　source　of　the　disease　in

the　workings　of　the　fabled　kudagitsune　fox．　To　keep　the　fox　away，　they　installed　wolves

and，　in　particular，　sought　to　borrow　the　famed　dog　of　Mt．　Mitsumine．　Also，　a　strong

local　belief　in　the　efficacy　of　Mt．　Shichimen，　a　mountain　associated　with　the　Nichiren　sect

of　Buddhism，　also　prompted　people　to　climb　the　mountain　for　its　reputed　powers　to　inhib

it　the　disease．

It　is　in　the　actions　of　people　under　extreme　conditions　that　the　psychological　structure　of

an　era　and　society　are　laid　bare．
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